
四
月
二
～
三
日
、
大
阪
・
此
花
会

館
で
第
三
回
本
部
常
任
理
事
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
東
日
本

大
震
災
で
困
難
な
状
況
の

中
、
全
国
か
ら
三
〇
名
が

出
席
し
ま
し
た
。
大
き
な

被
害
を
受
け
た
東
北
地
方

か
ら
も
、
福
島
の
長
尾
会

長
、
宮
城
県
連
の
渡
辺
事

務
局
長
が
参
加
、
現
地
の

状
況
報
告
を
さ
れ
ま
し
た
。

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
へ
の
黙
祷
を

さ
さ
げ
開
会
。
大
震
災
の
「
救
援
募

金
」
は
全
国
か
ら
二
〇
〇
万
円
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
今
後
も
長
期
的
な
支

援
活
動
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
（
大
阪
府
連
か
ら
十

万
円
）
地
震
だ
け
で
は
な
く
原
発
の

問
題
で
、
東
北
地
方
の
組
織
は
も
と

よ
り
、
計
画
停
電
の
関
係
で
東
京
都

連
の
中
国
語
教
室
や
、
太
極
拳
教
室

の
運
営
に
も
大
き
な
影
響
が
出
て
き

て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

尖
閣
列
島
問
題
や
、
日
中
経
済
関

係
の
報
告
が
さ
れ
、
各
地
で
開
催
さ

れ
て
き
た
「
漫
画
展
」
は
三
万
人
を

超
え
る
来
場
者
が
あ
っ
た
と
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
２
０
１
４
年
ま
で
に
二

万
人
の
組
織
を
め
ざ
し
て
、

創
意
と
工
夫
で
仲
間
を
増

や
そ
う
と
熱
心
に
討
論
さ

れ
ま
し
た
。
六
月
の
全
国

大
会
ま
で
に
全
国
の
組
織

が
会
員
を
増
や
し
、
六
年

連
続
増
勢
で
大
会
を
迎
え

る
事
を
確
認
し
ま
し
た
。

(

府
連
事
務
局
長
・
高
瀬)

岩
手
県
大
船
渡
市
で
活
動
し
て
い

る
中
国
救
援
隊
の
様
子
を
、
中
国
網

日
本
語
版
（
チ
ャ
イ
ナ
ネ
ッ
ト
）
が

伝
え
て
い
ま
す
。

『
気
温
が
低
く
、
雪
も
降
り
、
水

も
電
気
も
な
い
う
え
、
放
射
線
汚
染

も
懸
念
さ
れ
る
な
か
、
救
援
隊
は
困

難
な
救
援
作
業
を
続
け

て
い
る
。
大
船
渡
市
は

ま
わ
り
を
山
に
囲
ま
れ

て
い
る
た
め
、
強
風
で

何
度
も
テ
ン
ト
が
吹
き

飛
ば
さ
れ
た
。
水
も
電
気
も
な
く
、

救
援
隊
は
持
参
し
た
設
備
で
発
電
し

明
か
り
を
灯
し
て
い
る
。

米
国
、
英
国
の
救
援
隊
は
米
軍
基

地
か
ら
の
後
方
支
援
が
あ
る
が
、
中

国
隊
は
持
参
し
た
生
活
物
資
も
残
り

わ
ず
か
と
な
り
、
中
国
大
使
館
が
カ
ッ

プ
ヌ
ー
ド
ル
や
マ
ン
ト
ウ

（
蒸
し
パ
ン
）
、
た
ま
ご
、

飲
用
水
な
ど
を
供
給
し
て
い

る
。
救
援
隊
は
「
つ
ら
い
が
、

こ
う
い
う
と
き
だ
か
ら
、
が

ま
ん
が
必
要
だ
」
と
語
り
、

心
身
と
も
に
健
康
だ
と
い
う
。

救
援
隊
は
捜
索
の
ほ
か
、

テ
ン
ト
張
り
や
物
資
運
搬
、

交
通
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
被
災
者

は
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
て
い
る
。

貴
重
な
食
料
を
持
っ
て
く
る
ス
ー
パ
ー

の
オ
ー
ナ
ー
や
、
コ
ン
ビ
二
代
金
を

受
け
取
ら
な
い
店
長
も
お
り
、
救
援

隊
に
は
「
ニ
ー
ハ
オ
！
」
「
シ
ェ
シ
ェ
」

と
声
を
か
け
て
く
る
。
「
困
難
は
多

い
が
、
わ
れ
わ
れ
は
救
援
活
動
を
続

け
る
、
あ
き
ら
め
な
い
で
被
災
者
を

見
捨
て
な
い
」
と
救
援
隊
員
の
秦
冲

氏
は
語
っ
た
』
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東
日
本
大
地
震
へ
の
救
援
を
急
ご
う

本
部
常
任
委
員
会
・
大
阪
で
開
催

府連通信

大阪府連なんば教室 月曜日 なんば体育館他

大阪府連昼間教室 月曜日・日中文化センター

大阪西支部教室 木曜日 中津北スポーツ他

守口支部教室 火・水・金 守口市内体育館など

初心者の方歓迎・途中入会可能

連絡先：大阪府連06-6372-8131

４月からの太極拳教室

中
国
電
影
世
界
・
鑑
賞
会

四
月
二
三
日(

土)

五
時
四
五
分
か
ら

｢

小
さ
な
赤
い
花｣

無
料
コ
ー
ヒ
ー

付
大
阪
府
連
合
会
の
文
化
行
事
と
し

て
、
毎
月
中
国
映
画
を
鑑
賞
し
て
い

三
月
十
三
日(

日)

尼
崎
市
で
水
餃
子

の
会
を
、
二
〇
数
名
が
参
加
し
て
開

き
ま
し
た
。
エ
プ
ロ
ン
姿
で
し
っ
か

り
レ
シ
ピ
を
見
な
が
ら
、
尾

中
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
耳

た
ぶ
の
や
わ
ら
か
さ
に
仕
上

げ
た
生
地
を
一
時
間
ね
か
せ

て
、
そ
の
間
に
具
材
作
り
で

す
。
海
老
・
豚
バ
ラ
肉
・
白

菜
・
ニ
ラ
の
入
っ
た
水
餃
子

と
、
白
菜
・
ニ
ラ
に
代
わ
っ
て
レ
ン

コ
ン
を
入
れ
た
水
餃
子
の
二
種
類
を

作
り
ま
し
た
。
食
べ
終
わ
っ
た
皆
さ

ん
の
感
想
は
、
皮
の
味
が

よ
い
、
レ
ン
コ
ン
の
歯
ざ

わ
り
が
よ
い
、
形
も
昨
年

に
比
べ
て
よ
か
っ
た
と
好

評
で
し
た
。
紹
興
酒
な
ど

の
差
し
入
れ
で
楽
し
く
水

餃
子
を
味
わ
い
ま
し
た
。

レ
ン
コ
ン
入
り
の
水
餃
子
が
好
評

３
月
の
西
支
部
行
事

中国人との日常会話ができることをめざしています

会員・学生割引あり、紹介キャンペーン図書券を贈呈

途中入学可（週一回・二時間・６ヶ月２０回受講）

受講料・４８，０００円 入学金・１８，０００円

二科目受講は９６，０００円を７２，０００円に割引

＊プライベートレッスンも随時受付中です。

中国語講座開講中

中
国
か
ら
も
大
震
災
へ
救
援
隊

風
雪
の
中
、
大
船
渡
市
で
救
援

松尾豊さん撮影・三陸沿岸へ救援



五
月
二
十
日(

金)

か
ら

二
五
日(

水)

午
前
一
〇
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で

エ
ル
・
お
お
さ
か

九
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

(

府
立
労
働
セ
ン
タ
ー
）

主
催
・
全
大
阪
き
り
え
連
絡
会
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私
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
旧

支
援
で
、
自
治
労
連
の
第
一
次
派

遣
隊
と
し
て
、
三
月
十
五
～
二
十

一
日
ま
で
岩
手
に
、
二
十
九
日
に

は
原
発
災
害
と
そ
の
風
評
被
害
で

苦
労
し
て
い
る
、
福
島
の
仲
間
の

支
援
と
激
励
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

岩
手
で
は
地
震
・
津
波
被
害
か

ら
間
も
な
い
時
期
だ
っ
た
の
で
、

現
地
も
仲
間
の
安
否
確
認
に
全
力

を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。
三
陸
沿
岸

部
の
十
二
市
町
村
は
北
部
の
一
部

を
除
い
て
、
壊
滅
的
な
被
害
で
、

と
り
わ
け
最
南
部
に
あ
る
陸
前
高

田
市
は
、
市
街
地
す
べ
て
が
津
波

被
害
で
、
市
庁
舎
を
は
じ
め
家
屋

が
根
こ
そ
ぎ
壊
さ
れ
、
広
大
な
地

面
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。

確
定
申
告
時
期
で
受
付
業
務
に

当
た
っ
て
い
た
職
員
は
、
住
民
を

避
難
さ
せ
、
片
付
け
を
し
て
避
難

し
よ
う
と
し
た
矢
先
に
逃
げ
遅
れ
、

行
方
不
明
と
い
う
痛
ま
し

い
事
態
も
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。

十
九
日
に
沿
岸
部
の
山
田
町
、

大
槌
町
に
入
り
ま
し
た
。
山
田
町

で
は
、
市
街
地
に
通
じ
る
海
沿
い

の
道
は
、
津
波
の
被
害
で
船
や
ブ

イ
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
周
辺
の
家

屋
は
一
階
部
分
が
壊
さ
れ
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
は
な
ぎ
倒
さ
れ
、
町
中

は
爆
撃
を
受
け
た
よ
う
な
惨
状
で

す
。続

い
て
大
槌
町
の
高
台
に
あ
る

「
中
央
公
民
館
」
へ
。
委
員
長
に

会
い
激
励
、
組
合
三
役
等
の
安
否

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
行
方
不

明
と
な
っ
て
い
る
女
性
部
長
の
最

後
の
状
況
を
聞
き
、
み
ん
な
が
グ
ッ

と
き
て
涙
ぐ
み
ま
し
た
。
救
援
物

資
を
搬
入
、
手
渡
し
た
自
治
労
連

の
速
報
や
ニ
ュ
ー
ス
を
手
に
し
て

「
心
が
つ
な
が
っ
て
、
が
ん
ば
る

力
を
も
ら
っ
た
気
持
ち
で
す
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

福
島
へ
は
臨
時
便
の
高
速
バ
ス

で
新
宿
か
ら
郡
山
市

へ
入
り
、
翌
日
二
本

松
市
へ
。
国
道
四
号

線
沿
い
に
屋
根
瓦
が

ズ
レ
、
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
で
応
急
処
置
を
し

た
家
屋
が
目
立
ち
ま

す
。
沿
岸
部
は
、
岩

手
、
宮
城
よ
り
原
発

事
故
の
影
響
で
近
づ
け
ず
、
遺
体

の
回
収
や
復
旧
支
援
が
遅
れ
て
い

ま
す
。

福
島
県
の
対
策
本
部
の
事
務
局

長
と
し
て
も
救
援
復
興
の
先
頭
に

立
っ
て
い
る
仲
間
も
合
流
し
、
自

ら
撮
影
し
た
南
相
馬
市
や
新
地
町

の
写
真
を
模
造
紙
に
貼
っ
た
も
の

で
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
岩
手

や
宮
城
の
三
陸
沿
岸
部
と
同
様
、

津
波
被
害
の
惨
状
が
記
録
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

二
本
松
市
は
市
域
を
接
す
る
浪

江
町
住
民
も
受
け
入
れ
、
市
内
二

〇
の
施
設
に
三
千
人
が
避
難
し
て

い
ま
す
。
郡
山
市
も
二
本
松
市
同

様
家
屋
被
害
以
外
に
は
住
民
の
負

傷
、
死
亡
等
は
報
告
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

県
主
催
の
住
民
向
け
原
発
被
害

の
説
明
会
で
、
参
加
者
が
批
判
的

な
質
問
を
す
れ
ば
、
動
員
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
原
発
推
進
参
加
者
か

ら
嫌
が
ら
せ
の
ヤ
ジ
が
飛
ば
さ
れ
、

こ
の
場
に
及
ん
で
東
京
電
力
や
県

当
局
の
反
原
発
住
民
に
対
す
る
圧

力
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
回
原

発
現
場
で
初
期
処
置
を
誤
っ
た
原

発
事
故
は
、
人
災
と
し
か
言
い
よ

う
が
有
り
ま
せ
ん
。
暮
ら
し
の
安

心
・
安
全
と
補
償
問
題
、
住
民
合

意
の
復
興
策
な
ど
が
注
目
さ
れ
ま

す
が
、
住
民
本
位
の
行
政
、
町
作

り
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

(

東
京
在
住
・
松
尾
豊
府
連
副
会
長
）

大
震
災
直
後
に
岩
手
と
福
島
へ
支
援

松
尾
副
会
長
の
現
地
レ
ポ
ー
ト

カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
か
ら
バ

ス
で
二
時
間
、
ウ
ィ
ス
ラ
ー
ス
キ
ー

場
の
ゴ
ン
ド
ラ
は
長
く
、
１
８
５
０

Ｍ
を
一
気
に
昇
り
き
り
ま
し
た
。
珍

し
く
晴
天
で
頂
上
へ
の
景
色
も
抜
群

で
、
白
と
青
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
ま

ぶ
し
く
映
り
ま
し
た
。
向
か
い
の
ブ

ラ
ッ
コ
ム
山
に
連
絡
す
る
ゴ
ン
ド
ラ

で
十
五
分
く
ら
い
、
ウ
ィ
ス
ラ
ー
か

ら
谷
渡
り
を
し
ま
し
た
。
ブ
ラ
ッ
コ

ム
の
頂
上
の
景
色
も
、
岩
の
黒
と
雪

の
白
、
空
の
青
さ
で
す
ば
ら
し
い
景

観
で
し
た
。

綿
雲
の
中
の
よ
う
な
コ
ー
ス
は
パ

ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
で
滑
り
や
す
く
、
み

ん
な
一
回
り
上
手
く
な
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。
ブ
ラ
ッ
コ
ム
ゴ
ン
ド
ラ
は
、

２
１
３
７
Ｍ
ま
で
上
が
り
、
更
に
Ｔ

バ
ー
リ
フ
ト
で
登
り
２
２
４
０
Ｍ
で

記
念
写
真
、
こ
こ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ヒ

ル
コ
ー
ス
は
最
高
、
深
雪
の
中
を
思

い
っ
き
り
滑
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
ん
な
楽
し
い
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
も
、

帰
路
は
大
変
で
し
た
。
帰
国
す
る
三

月
十
二
日
の
早
朝
に
、
旅
行
社
か
ら

日
本
で
大
地
震
が
あ
り
、
全
て
の
空

港
が
閉
鎖
に
な
り
帰
れ
な
い
と
い
う

連
絡
で
す
。
翌
日
も
五
時
間
の
キ
ャ

ン
セ
ル
待
ち
、
し
か
し
私

た
ち
一
〇
人
全
員
搭
乗
で

き
ま
せ
ん
。
結
局
二
日
間
、

空
港
で
足
止
め
さ
れ
ま
し

た
。大

震
災
で
被
害
を
受
け

ら
れ
た
人
た
ち
に
、
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

(

西
支
部
役
員
・
松
岡
苟
）

ウ
ィ
ス
ラ
ー
と
ブ
ラ
ッ
コ
ム
で
滑
る

大
地
震
で
二
日
間
足
止
め

日
中
友
好
協
会
・
被
災
者
救
援

募
金
へ
の
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
、

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

連
絡
先
は
大
阪
府
連0

6
-6
3
7
2
-8
1
3
1

東
日
本
大
震
災

救
援
募
金
の
お
願

カナダ・ブラっコムスキー場頂上

救援活動の松尾さんと

津波被災地・三陸沿岸

第34回全大阪
きりえ美術展


